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　 The 　 stn （ties　oll　 the　al
．
［opheline 　 mosqui 旗）es 　 hh　 Form   s

’
乱 　was 　 colrlmenced 　in　1901

，
　 i．

e ．，shortly 　ar 仁er　 RoLgti，

s　 discoy∈ TS 　 ol 　 the　 mosquito 　 theory 　 ill　t．ransmissi   n 　 of　malari 日．

玉こ1＿xOslllrl／．t　（19C．，1）　was 　the　first　 1℃ porむer 　of 　A ・nopheles 　in　this　Island ，　Who 　deser三bed　under
重he　name 　Ant，phele・9 ∫〜↓  δ加 s （？），　a　speeics 　which 　is　at　pre3enも known 　as 　」4．　h2sf’‘賜 潮 個 、

・ar ．
掌’翩 酪 ． Since　tha も t−ime 　1ミDow 差e ｛ヨge　 along 　 this　 Iine　was 　mu て！h　 supp ］ernented 　by　several

invesもig；’tt・ors ・KINo さHIT ぺ s　1
’
L−pol

‘t　published　iコ11904 ，　included　7　spe 弓ies，30thers 　wel
’
e　added

by　HAroR1 〔1910−23＞m 、（l　 KolzDuM エ （1920−23）described　20ther 践　Recen 岨y　ToYoz σ M 互 （1934）
fov．nd 　n．　 speoies 　in　A1・it’an 　 and 　tlhe　writer 〔亙936）Po孟nted 　ol ：t　 that 　tl）ere 　 are 　two 　forms 　of

nnopheli1 ｝e5　witll 　non −sPotted 　wing3 ．　Thus 　we 　have 　now 　l4　species 　Iepor   d　fro〕n 　our
COIInt ，rv ．

　 As 　 to　t．h 巳　iclent・ificと1tiGn 　of 　these 　specieg
，　h   wever

，　there 　 we ］：e ’mudl 　diffeTences　of

匸，pilllon　 il．L’c   rdiBg 士t；F　 authors ・The 　wr 辻e 】
’
，　after 〔kareful 　l

・
e −exa 夏nination 　of　ma 且 y　spec   ellE

，

〔｝ompa ．ring 　wi 亡1コ．　those　fl・o川 　India・and 　th〔∋　South　S｛汎 1
’egionfi

，
　and 　thorougl1 〔  Ilaむ葦on 　of

the 　earlier 　ごしnd 　量ate ミt　l世e1
唱
戚tul

國
G ，　Iv｛shec．　tO　　pre鼠ent 　｝1ere 　毒he　follOwhユg　i（玉C：n 它ific：｝t．iOn．　（For

identifionti  n ＄ ee 　 t｛・瓦t．）

　　臺灣 に 於 げる 五” 〔ヅ副 ‘臼 の 研 究は 机當 に 古 い 歴 史を有 し，　Ross　U8Y7　）が ACiopheiesと MalaritL

と の 關 係 ＋Z 始 め て 着限 して か ら間 の な い 1901年 に 既 に 共 研究 は開始 され て居 た 。爾來木下 嘉
『
七 郎 ・羽 烏童 郎 ・都築甚之 助 ・英健也 ・宮 島幹之 助 ・小泉丹 ・山 田信 一一郎等 の 努力 に 依 つ て

知 見大 い に 整備 せ られ ， 又 國外 に あ つ て は 1）5Nirpz，　CIIIHIsrOPTIERS等 の 貢獻が あつ た。192’　4

年 ，來著 者 も亦 本問題 に羅與 しつ つ あ る
。

　 コ9〔1ユ年木下 嘉七郎 は本島 で 始 め て 」 吻 療 継 の 1．種 を記載 し，A ．ftene．s’t・as　？ と して 報 告 した。

こ れ今 日 の ．4．〔亮．）hsn・｛’t’t．｛i，us 　x・：・コL 片｛・醗 廡 で あ る ．爾後各氏 に 依 つ て 漸 次種類 の 遑加 を見 ，

1904 年 の 木下 嘉七 郊 の 報丈 で は 既 に 7 種 が 取 扱は れ ， 羽 烏重 郎の 1910 −1911 年の 報交 で は 9

種 と な 動 後 （1923）同氏は 更 に 1 種 〔無斑 紋種 ｝を逍加 し、又 小泉丹 1：1gee−23）の 新 た に 發見

した 2 種が 癩 は り，
19％ 年迄 に 存在 の 明か に な つ た もの 工2

， 種名 の 與 へ られ た本島産加 ｛rphele．

の 種 類 は 1ユを算 す る に 至 つ た e こ れ で 本 島に 於け る重要 な もの は悉 く判明 し， それ らの 内 の

537
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殊に 普通 な る 8 種 と各 種 Ilalaria原蟲 と の 醐係 も大體明か に せ られ る所が あ つ た 1木下嘉七

郎 ・宮島幹之 助 ・穴 澤顯治 ｝。

　然 る に從來知 られ て 居 る もの の 同定 に 就 て 異説あ る もの が あ り， 論爭せ られ て 居 た が，著

者 は それ らと最 も關係 の 深 LA印度及び南洋各地 の もの との 比 較研究 を行 ひ ． 多 くの 疑 點 を氷

解 し．その 結果 同定上 の 變更 を來 た した もの が あ b （小 泉・森下 ，
1932 ； 森下 ．1932 ，1936 ｝， 又 其

後未記 載の 種の 發見 あ り， 無斑 紋 種に 2 種 あ る こ とが 判 明 し．次 い で 之等 の 種名 も明か に せ ら

れ る所 があ り（森下 ．1936｝．か くして 本 島産 肋 oア1｝g1朋 は 1症強 を數ふ る こ と と成 り．それ らの

分類 も
一

先 づ整頓 を見 た恰好 で あ る 。
以 下 共種類及 び 同定 の 經 緯 に 就 て 記述 す る． 慨 し

．
占 く

か ら知 られ て 居 る普通 の 種類 に 就 て 憾 小泉博 士 （192V−27｝が 詳農Hに 共 命名 の 變遷及 び 同定 論

を記蓮 し て 居 る ¢ ）で ，それ らに 就て は 之 を繰返 す必 要 が ない 。只 それ らで も議論が 其後 も續

い て 居た もの に 就 て は 追記 する。

Gellus 　」・｝i）−o〜丿1ゐf’tt’：’】 I　EIGEN ，1818

　　　　　　　　　　　 A ，Subgel 〕us 　A
・novhele ．x’lIEIGEN，　 S・q・　t・r・

　　　　　　　　　　　　　Gr 。叩 M ・
m ）pheles　RoOT ．1922

　　　　　　　　　　　　　Serjes　A “〜・pheies　ED ・v ．LRps ，
　 1932

　1． 」剛 痂 隔 し｛泗 P1祕
・訪 i・llSKhCtlffOl ・

u
・
）i」 SWELLENGREBEL 　e も SWELLENGREB 肌 de　GR 品 F ・1920

本穂 漸 謂 無斑紋 ア ノ 九 レ ス の 1　1・91で あ る ． 輪 に 於け る 無斑 紋 ア ノ フ ーレ ス に 就 て は

羽鳥 重郎 口923｝の 報告を以 つ て 嚆矢 と す る が ．當時 そ の もの の 種 名 に 關 し て は 確定 せ られ す ，

將來成蟲 及 び 幼蟲 を 入手 し詳細 に 再 檢す る 迄暫 く之 を A ．ttitken ・i　JAMES 印1名退 速 ア ノ ブ ヱ

レ X ｝と呼 ぶ と し ， 争日 迄其 ま ま に なつ て 居 る。氏 の 發見 した の は 1 朋 の 雌蟲で あ つ て ， 無

斑紋種 を成蟲で 同定す る こ とは困難 多 く， 雄蟲の gen 翻 ia を檢 す る 以 外 に 確實 な方 法が な

い 。而 して 今 日本 島に は無斑紋種 に 2種 の 存在 す る こ とが 明か に なつ て 居 る の で あ るが ，氏

の もの が 何 れ に 駅 ．た か 叉 は別種か は逾 に 不明で あ る．’州 ’・《κ
・・’・一 こ就 て 本 島に 堀 ナる最

初 の 探集は 9 −9・
　 ［19291 が 臺酬 1汰 水で 丿拗 蟲 を得た に あ るが の ち清 ・鯖 一

等 （193L） ）が 同

地 で 採集の 共幼蟲か ら成蟲 をM 化 せ し め る に 及 ん で 其存在 が 確認 され 著考は 徇同樣 の もの

を同 州 中埔 ・新 竹州角 板 山 ・
花蓮港廳大 庄か ら得 ， それ らの 幼 ・戒 蟲 を南洋各地 の もの と 比

較 し．本種 と同定 した 。爾，小 泉博 士 口92ハ が 豪北 州礁溪で 彳5た と報 じた もの は ．筈者が 見

る こ と を得なか つ た の で 種名が 明 かで な い ．或は本種 で あ るか も知 れ す． 從つ
vF

本種 の 分布

は 今後追 加せ られ る こ と もあ ら うe

　2， ！4吻 〕ノb‘
・lf・s し4・，〜‘，画

・傭 ）’f”紡 矗 Ylll
’．疋胴 μ‘ci’瞥酪 PuRI ・ 1膨 O

　本 變種 も亦無斑 紋種 に 屬 す る
。 本種存霧 の 確認は清水清 一等 （1932 ｝が臺南州ゴ云水 で 軆色黄

褐 の 幼蟲 を得 ，それ よ り成蟲 を羽 化 せ しめ 得た に 始ま る。然 る に 襲 之 ．穴 澤顯治 ・野田鐡作

〔1920 ）が 臺中州 新年庄 で 體 の 多 少着色せ る 幼蟲 を得 ， 小 泉博 士 之 を檢 し ，
　 ・1　・t　“fEs の uitk ？

・ni・の

もの とは 異 り．内額嘴毛 は先 端部 に 4 枝 を有 し， 外額 嘴毛 も亦 分岐 す るをみ た と 云 つ て 居 る

點か らみ る と，本變種 で あ る と の 疑 を充分 か け られ る の で あ るが ， 標 本を見 て 屠 な い か ら斷

言出來な い
。 後 菩者は 同標 の もの を臺 中州 フ知辻及 び イ ナ ゴ 就で 得て 居 る。最近 之等は 工

’

VRI の

引
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臺灣産 Anophete8 の 種類 に 就 て 57δ

、
・
a・r．　ben・．galfi．）tfis

“ib’と 同定 すべ ぎ こ と を知つ た。

　3，．山 呷 加 煽 し4nopheres）旒 吻 灘 琵 GII’ES
，
1900

　本種は最初 小泉丹 ｛1917）が臺i中州霧竜で 幼蟲及 び域蟲 を捕獲 L ｝ Gli．ES の it：n 〔levaii，に 似

て 居 る が 幼 蟲 に 於 て 明 か に 相違 を示 す もの と し新種 と認 ぬ ，1 ．p励 伽 ぜ月 氏は 後 pieecGu と

記 して 居 る が 1920 年 の 原記 載で は pleceauJで あ る｝と命名 したの で あ る。併 し常時 ’旆 伽 頗

の 幼 蟲の 記載 に は不備の 點が あ り， 氏 は 始め 」　・N　MES 　et・LTstieNの 記載力・ ら嘉灣め もの は それ

と全 く異 る と した の で あ る が ，後 STRICK エA 皿 iC依 つ て 兩氏 の 記載が 詠 E せ られ る に 及 ん で

lin・flesfei −i，と pgeec，R・lti と は 非常 に 近 い もの と の 考 を 有す る に 至 つ たが ， 徇 STRエelCL ．StsD の 記 載

に も明かで な い 所が あ り，その た め pteCCftns を獨立 の 種 とす るか，恥 ・極 崛 の 變種 とす る か

の 同定上 の 結論 を保 留 して 居 る （1925 ）。C：lllusropJIERs 　（1924 ：1 は小 泉が Brittis］i　 Muse 匸u11 に

殘 した標 本を檢 し て 醜 傭 畷 と した 。 然 る に 共 銭著 者 〔1027」は 印度 に 於て 1掘 召顧 1 の 威蟲

を多數 檢す る こ と を得，叉同幼蟲 を入手 し本 島の もの と比較 し，一方 1’

VR ．TC19P ． 1｝は 同幼蟲

に 就 て 詳細な記載 を 公 に した が ，：其結果 pieccau ） と 抽 あ伽 晒 と の 間忙 幼成蟲 共著 しい 差異 を

示 さな い こ とを知 っ た 。然 る に CHHISTOI・HEHS 〔193ユ）は 著者が 印 度 Kasauli に 殘 し て 來た臺

灣産の 成雌蟲 に就 て ，後肢腿節の 基部背 面り 暗 色鱗片 の 延 び方 に 1∫曲 5靦 と多少異 な る所 が

あ b，若 しこ の 性質 が const 韻 の もの な らば 臺灘の もの を 1・i｝｝flesaii の v 翻 eLy と した い と

述 べ た 。筈者 は此 點 に 就 て 憂 に 印度及 び 臺灣 の もの を精査 した 結果 ．此 性質は 兩者 に 於て 大

體的 に 傾 向上 の 差異が あ るが ， 中間型 もあ り，種 聞の 變異 と認 め る こ とが 合理 的 と の 結論 に

逮 した。且 つ 他 に は何 らの 祁違 が認 め られ ない の で あ る か ら，臺灣の もの は li・fe 〔lc・Stlil：と同 定

す る こ とが 正 しV ・ と信 す る。

　徇 ， III田信 一郎薄士 は氏 が …靆に 1：1918｝北 海道か ら記 載 した A ．殉 ・o ，乙細 綿 を以 つ て i褻灣 の

もの と同一
と主張 して 居 るが 1 氏 の もの は豪 灣 の もの と は 明 か に 異 る ti 近來 CFTRISTO？J｛EIIs

（］9・　31〕は ；if．＃Pi：）・”，・iC・MR を lindesa・i・i の 鴨 1iety と した。著者 も亦此 意 見に 從ふ。

　 斗． ．4？峨漉 8齬 〔痴 ｝〔｝1，ノ副 捌 σ’ga．s　WL 　 bα順 疼 EDWARDS
，

玉929

　
．
本變種は近 年豐佳政治郎 〔1935〕が 陬里 山 で 採集 し，假稱阿里 山 ア ノ フ ェレ ス と して 報 告 し

た もの で あ る が ，徇 ほ 以 前森 田 博三 （19．　3ユ｝が 新竹 州馬武 督で 探集 し，著 者 の 手許 に 途 付 した

幼蟲で 同定 上疑 問 と し て 置 い た もの が 上 述 豐住の もの と同 」
物で あ る こ とが 判 明 した 。著 者

は 豐佳の 好 意 に 依 り共域幼蟲の 割愛 を受 けて 調査 の 結 果上記 の 變種 と同定 す べ きこ とを知 つ

た。但 し此 同定 は主 と して 破蟲の 性袱 に 基 い た の で あつ て t 鄂ち C 【IRIS 士OPIIERg．　i：1931 ）が 甑郷

grOul） の もの の 成蟲 に 就 て typc 卿 弼 の 他 に ｛ 變種 の 存在 を確認，夫 々 の 特 徴を記 逋 した もの

に 依 つ た の で あ る 。而 して 幼蟲 の 性歌 に 關 し て CHp．エs・rOHIEES ｛1933｝1ま STHICKLEND 〔1925｝

の もの を掲 げて 居 るが ， 其記載簡單で
， 其内容の 範 團で は A ．gig［L．s　va1

’．斥弗 瞬 蟋 」．asms 　et

I．ls’rON の もの と區別 が つ か な い こ と を著者 は指 摘 して 置 い た e

　然 る に 極 め て 最近 RICE
，
　DATiVt

’
et　 BELL 　（」　936：・ は EUIT．　bailegyiの 幼 蟲 の 詳 細な る記載 を公

に した。 それ に 依 る と著 者 の 推察通 り、 こ れ と vn，・・r．　 sionlensis の 幼蟲 とは 甚だ類似 し ， 唯 一

の 區別 黜 は第 5 腹節 の 側 毛 が val
“，囲 切 ‘ で は軍 條で あ るが ，

　 var ．　 sie）tlensi ．s で は分 岐 して 居

る に あ る と して 居 る。此 點に は s・VLULIKLstND の 曩の 記載 に は 觸れ て 居 なかつ た。臺灣産の も
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の に 就 て み る と， こ の 毛 は軍條で あ る e 躑ち著者 の 同定 の 正 しい こ とが幼蟲 の 性質か らも裏

書せ られ た譯 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　 Series 晦 ¢ o吻 ナ〜c’＆望偲 EDw 八 RDS
， 1932

　 5． 諭 吻 〕ゐ8唇 （遵吻 ）heles）hyi・〔Vt・nu ．g　var ．画 β，τ8愈 WIEDEMAxx ，
1828

　 本變種は最初木下嘉七郎 （1901 ）が A ．　funti．stu．　7．と して 誰 戴して 以 來 ，
ん 餌 gα 1

・e　 H ．t　roRI ，

A ，nl．　esoesb −s‘is　Tsu・zuKI
，
　A ．アs8副 吻 β鰍 G 亅tAssl 等の 名で 呼ば れた が

， 宮島幹之助博 士 （1904 ｝が

我 國内地 産の もの と同・．・物で ，
コ ー画 醜 蚋 WIED ．と同定す べ き こ とを明か に して か ら今 日で

も異論 の な い もの で あ る。

　　　　　　　　　　B ．　 Subgellu8　fi∬yeo
’
，）1・yitt　 I3LAN｛

¶HARD
，
1902

　　　　　　　　　　　　GrOup 　 A
’
eo7 ｝byeot ｝1！vift　 CHRISTOPHERS ，

］921

　 G・ オ 吻 ，1曲 沼 鞠 β（n ｝1・yit−｝ o々靦 D δ跚 ｝z ，1901

　 本種は木下嘉 七 郎が ユ903年 5 月基隆 で 只 1 羽 の 雌蟲 を捕獲 して 以來今 日迄本島で は何 入 も

探取 し得 な い もの で あ る。從 つ て 果 して 本 島に 存在 した もの か ， 外 來物か と の 疑念 が 起 る。

殊 に 本鍾は支那 及び 南洋各地 に 分布 し，基隆 は 開港場 で ある 點に 於 て 外來物 と して の 可 能性

を持 つ 、又木 下 の 同定 に も誤 が な い か 否か
一・應討議の 必要 が あ ら う。勿 論臺灣産甑知種 の 他

の もの とは 異る樣で あるが ， 同氏 自身 も種 々 近 似の もの と比 較 し， 最 も kochi に近 い か ら之

の 學名 を 「襲坩 して 暫 く之 を記叙 せ ん と欲 すj と云 つ て 居 る。併 し之 が 同氏最後の 記蓮 で あ り，

共後標本 もとれ な い の で あ る か ら ，
か く決定 して 良 い の か明か に せ られ ず に あ る もの と 云 ふ

こ とが 出來 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　 7． Anoph ・〜tf・s’（tlfSi2 θ
r
，n

：yi・ヒ｝fe，g・se〜lattes　THE 。BA 叫 1901

　 朋 鳥重郎博 士 11902｝の A　．　fo“
’fnosae 　HATORI を以 つ て 呼 んだ の が 始め で ， 後 孟 ∫o剛 o跚 癖 s

II　 I
『
ariety

，
　T8uzuKI ，　 A ・ユ川 8’｛51α≠1帽 D δMTz ．　 A ．　anviulil ，es　WAI ．KER ，　 A ．　 tJvornteniiZ　 LuDLow ，

A ，innoshitfti　KOIDzuMI ，　A ．　 tftiu，vetletisi “ Komzu ：fi 等同定 せ られたが ，1920 年小泉博士が 本種

と 決定 ．条 日 に 至 つ て 居 る 。

　 　　 　　 　　 　　 　　 　Group 　M 〃3 θη〜・y∫ft　 CIHKIsToPHERI ，1924

　 S．　 vlnopheies （』1シ20 τ，』窪ノia），厩 癖 ？覗 鰐 THEOB ．tlD ，1901

　 1901 年朋 鳥重郎博 士が A ，噸 1副 ρsfrOm 　Ta111slliと 呼ん だ もの で ， 都築甚之助 の A ．　fmmo一

跚 ｝需 1 は 本種 で あ b ， 木
．
ド ・羽 鳥は A ．iisteni　 LTsrox と同定 した が ， 小 泉 ｛1920｝に 依 り

本種 と同定す べ き こ とが 明か となつ た。

　9． ノ墨，」・opheles （惣 ’βω ｝ゆ ［）湾 p ω 痂 sl3 、
．
ar ．α 肱 1漉 θ脇 〜 KOIDzu ．III

，
ユ921

　本種 は小 泉丹 博壬が 1922年 及び 1923 年 に 臺 中州水 紅で 得て 新種 と し，A ．α 鰍 〜｛‘〜伽 廊 と

命名 した の で あ るが ， 氏 は 當時本種 に 近 い もの と し て 伽 L蜘 鴣 α o儡 漁 8，
eulieifacies 及 び

ゴ8ヱ脚 ’伽 ｝継 を舉げ ， 其 内最初の 3 者 と．は 區別點 を指 摘 したが ， 丿8塑 o漉 π癬 に 就 て は Js］IEs

et　LIErrox’の 幼 蟲 の 記載が簡單 で 充分 に 比 較 す る こ とが 出來 な い と 述 べ て 居 る 。 山田信 一郎

博 士 〔1925 ）は小 泉の 記載 よ リ ゴ鰐 丿α顧 廓 と著 明 な差異が な い と し ， 之 をその variety と し

た が ， それ は單 な る varimldorm の 意味 で subsl ）ccies の 意味で は な い と云 つ た e 著者は印

度 産の jeyPOI’ien・sis の 成蟲 を多數檢査 し ， 臺灣産 の もの と著 しVb差異を認 めす ，只幼蟲 に 就
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て PURI
，　CHOUDffURY 等の 記載 を見 る に ，胸部 掌淑毛 に 比較的 constant の 差異が ある の で ，豪

灣の もの を鯉 230漉 縞 の mrlety とす る山 田 の 読に 賛 し ， 且 つ 此場合は 單 なる va1
’iant　f。rlll

の 蘇 で な く翼め ・
・・… 1

’i・t）T
の 讎 〔を附財 べ きを 云 つ fe｛ ｛lq．　32　）． 其 後印戯 那 ・香港 岐 那

等の もの は f瞭 も S
’
・ev2・m

’・ieri・sis 　 yar ．　 cav ・lid・ie／n4e・is と せ られ て 居 る ．　 CH 。 、ST 。 Pl ⊥膈 ｛19謝 は交

趾支那 産 の もの を檢し て ltyln 吻 ，・ riensi3 と編鬚 の ・畑 ユ whi む・ と P，e 。 pi。 。l　d，．，k との

比 に 於 て 異 る こ と を云 ひ … 顧 ・1｛・廊 が ゴ岬 瞬 廊 と成蟲 に於 て もe 然同 じ で ない こ とを
主張 した。甲時に 印度 に は type の 他に variety も存 在す る こ と を明 か に した1 著者 も亦最
近 Singal〕ore 醫科 大學の eo1 工eetii⊃ 11 巾 ， 交趾 支蝨昼・香港 の もの を檢 し，印度 の もの と比 較 し
CHRIso］OPHERS の 説 を認 め た の で あ つ て C1936｝，之 で 釜 走 〔∵r！雇 雌 8競 監 が單 に 惣 ノp加 醜 廊 の

variant 　form で な く，VRIid 　varie ヒy と し て の 根據が 強固 に なつ た次第で あ る e 只著者 が曩 の

報文 〔1932〕 で 域蟲 に 於 て 認 め得 べ き 差異が な い と した 理 由に 就 て は ， 著 者の 檢 した 印度
Kasauli の e〔｝11ect・lon に は今 日か ら見 る と 蜘 p‘♪乖 鱸 s と Vfi・：・．　cr ε・流 融 ・・繭 と が 區昼ljせ られ

す に 何 れ も前者 と して 保存 され て 居 たた め，之等 と 臺 灣 の もの と 比 較 し て み る と 差 異 が

COnstant で なか つ た の で ある 。兩 者が 混 在 して 居 た こ とは cr11RIST’OPIIUHS 〔1933）カ§
，
c囎 倣 1伽 謡

の 分布 を述 べ て 印度 に も存在 す る こ と に 就 て
‘ ‘

ln　 t，he　Indian　area 　has　been　vei ’ified　by　me

i「°ms ］コe°1n ］enq．　in　the　MRIa ・ia　S・ r ・
’
・y　C ・11・・七i。1・ CKasauli　c・ltecti・n の こ と｝

・

と云 つ て 居 る

の で も分 る 一．

　　　　　　　　　　　 Gr ・UP み 祕 翻 脚 ” ・螂 C・・RISr ・PHERS ，］f）2d

　 10・　Anopheies 　CITII　Eom −nyitx）輪 ゴ夢 P⊇・itTt，s （LUDL 〔｝w ，ユ9〔｝4）

　本種 は 臺 灣塵 Avvop）helesの 中で も其同定 に就 て 最 も混沌 と して 居た もの で ある。本矗に 於

け る最初 の 報告 ・K は都築 甚之跏 踟 21 で A ・・… heiesforfnosaensi．s　ll と した．但 ，　R と前後 して

羽 鳥重郎 ｛1901〕 も本 種 を捕獲 し て 居 た 模 樣で あ る。D6NIT 訓 1902
， 19  3〕は都築か ら標 本 の

遘 付 を受 け．始 め 之 を 即 郡 の 變種 とし，後 鱒 顧 〔今 日 の 3晒 廊 姻 の 變種 と して ノb脇 0−

Sfee−n．sll臨 UZirK τ を變 種名 と して 居 る。 木 下嘉七郎 〔ユ9囲 は前年來抱懐せ る 意見 を決定 して

本種 を ，棚 諒 と命名 し ， 朋鳥博 士 f19ユ〔P12 ）も同機の 同定 を して 居 る。然 る IC　CIIEエSL
’
opTIERI

〔1924〕は都築の 寄贈 した British　）fu
’
g．euin の 2c ル サ ム 棲本 を檢 し て 霞αg謝 に 近 い もの と し，山

田博 士 ｛19251 は本 島で 採集 した 標本 に 就 て ，　 ・
｝
・
o・ssii と は 異る が 笹 騨 s と 鵬 躍 v 臨 盈 ば晦 伽 曾

と の 中間に あ 軌 從つ て 此 3 者 は連 結せ られ て 同 一種 と せ らる 可 き もの で あ る とし ， 其種 名

は發表 の時 日か ら都築 の ferono．ga・efl，sis　I工 を探 用 した。

　從來か く種 々 な る議 論が あ つ た が ，其 原因の 1 は上 述 の 各種の 原記載が簡單で 後の 研究者
に 依 ゆ可成 卵 こ 混 同 せ られ て 居 た事實 を擧 げね ば な らぬ 。邸ち t − gus，　ro繍 （＝ 錨 卿 姻 及 び

夫等 の もの の 變種は 近似 した點が 多 く， 之 等 と比 較す る場合何れ と同定 す べ きか に 困難が 少

くな か つ た も の と思は れ る 。他 の 原因は 本島の もの の 幼蟲が 判然 と しなか つ た に あ る。 古

く都築 〔190 ア｝が それ と して 記載並に 圖示 して 居 る もの が あ る が 簡單で 要領 を得 な い の み な

らす ， 其圖か らも果 して 本種 の もの か 否か に 疑念 を起 させ る點 が あ る 。
’
然 る に 19S2 年 KltS’c．

は 主 と して 比律 賓産 の もの に 就 て 從來 焜同 され て 居た種類の 整理 を行 ひ ， 兒噸 褓 と rossi7 ： ｛＝

Siel）pict
・
tes〕と の 區 別 を明確 に す る と 共 に

，　 Lum ．o “
t
〔1904｝が 古 く比 律賓か ら 報告 した ros−s・ii：
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678 森　 下　　 藁

。。，．．dii・［7eLfinii・u・s’　k る もの カ・齢 な る もの 雌 同 されて 居たの を・完全 に 獨 雖 ある こ とを明

か re し）　 fi從來同驍 の もの で v （C9 ・CS と され て 居た もの は ty｝・e 　・rzgl・・ で な く其 噺 難 で

あ る と して 之 に 伽 醗 と命名 す る等 ， 之 等 の も の の 差 別點が極 め て 明 瞭 となつ た・ 之等

と鵜 の もの と ttt較す る に 誠 蟲 鯲 て ・サiか 臣 噸 廓 に
一一致 す る ・の み な ら畝 し く

不 H月で あつ た 本麟 の もの の 軅 縮 ・1蒔 臈 2吸 び 著都 934肛 依つ て 採取 せ られ 噺

が あ り ， 其 性質 も亦 ぜ，みd吻 融 s に …致す る こ と を知 つ た。 皀Pち本島の もの は 木下 ・朋鳥 の 云

つ た如 く ？
’
OSSt：i で もな く， 叉 山田博 士 の 云 つ た 如 く tlαlg1Ss と同 一物で もない の で あ る。

以 上 i，岬 ，、itttSと同一物 との 結論 燵 した の で ある が 口學名蹴 て は
一

鰰 味 す る必 要が あ

る．年 代か ら云 ふ と都剿 … 2）の 命名 」．／… 一 ・捌 【が LUDL ・w の もの 跣 ん す る の で あ

るが ，緤 の 此 名 の 用 ひ 方は 鯛 の 學名 と云 ふ よ 殪 灣の ア … 　 Vi　x 　IZ　ts等 を付 した と 解

せ られ るzaが あ 卿 ＿ 繝 、耐 は 細 の 蜘 糊 ）謀 其形式 か ら 云 つ て 正 しい 焔 鵡 鳶

名 と は 云 へ ない の で
， 著 者 は 梱 φ・・鰡 を 生か し ， 且 侃 U脚 w 及び K ・・stc．は 之 を ・噸 齢

の 變種 と したが ， 充分 獨立 種 と して の 價値あ る もの とし上 記 の 如 く學名 を與 へ た 次第で あ る

　 11．　ノ量7bOl ，helci8（轟∬y30T｝｝Zlird　lltrtlOlt
・ill　T ｝｛EOB ．sm ，1903

　191  年羽鳥寧郎之 を始め て 臺 東地 方で 得 ， 臺 乗 ア ノ フ ェ レ ス と 假 稱 した が ， 後 （191L｝之

を 伽 。，翻 、・噸 、仙 ・… ．・LD と 同 定 した．・亅・ 泉博 士 は 酬 ・擁 と も異 る と し澱 め 〔1917）

M 励 ＿ 抽 、、酷 納 と したが ， 衡 ・92・−23 觸 立 種 と し て オ ・1吻 ・’1 と命名 した・然

る に GHR 醍 OPHERS 〔】924＞は 1・ts（ilOiviiに 近 い もの と し，山 田博士 【192δ）は小 泉の 設 1こ賛 し

た R 、＿ ，。、．P 。 〔・・261 は臺働 もの を臉 して 1・u ・lleiviiと云 つ た．か く従來の 同 5Lt・ic 紛続

來 さ しめ た原 因 ilL，從來印 度 ・馬來 欄 領東鍍 ・比 律欝 の もの が總て 1・ dl・擁 で あ る と

され て 居 た こ と に あ る．然 る 1嗔 の 1・ di・wii は 廝 己載地 比 律賓の 他 C ・・a ・・ 島 〔M ・lu・・ t・s ）　「e

産す る の み で ， 爾余の 地 の もの は それ と異 る こ とが RoD 皿bit“
−
AIIIYI／ に 依 つ て 明か に され ， 同氏

は 後者 を 酬 勲 ． 。 ，ぶ ・1・・撫 副 今 日 こ れ は 獨立種 と し て 扱 は れ る 傾 向 が あ る｝ と命名 し

た。而 し て 若 し YAT ．．Slc，1・〜a・iettsと本島 の もの と を比 較 し て 其差異が 論ぜ られ て 居た とすれば

異る こ と當然で あ る が ，比 島 の もの と比 較すれ ば何 ら差異は 認 め られ な V ・の で ある。 此 こ と

が 明 か に なつ て みれ ば ， 從來本島の もの が 新種 と された根據 が 薄弱 とな り，
tudloni・i と 同定 し

た羽鳥 の 詭 に 還 元 せ られ ざ る を得 ない こ と に なつ た．

　　　　　　　　　　　　 Gr ・ up 勘 齠 ぬ CHR ・ST ・PH ｝；RE　，
1924

　 12． 加 ・り弼
・・ 〔MtJ2・ ’姻 》・

・v ・euiat ・‘・ THE ・B ・LD ・1901

　 1903 年英健 也が 基隆 で 始 め て 捕 獲本種 と し て 報告 した もの で あ る e 然 る に 本島 産の もの が

。、，，，轍 鰡 の 原記載 と幾分異 る の は腹部背 面 の 鱗 片 の 分布で ・ 後者で は策 VI − VII噛 に の み

あ る の を普通 とす るが 本 島の もの で は更 に 前 節迄擴が つ て 居 る もの が 頗 る多 い e こ の た め

羽 鳥 〔1912）は 本島の 種 を lvilto｝bor ・i と す べ きで は な V ・ か と云 ひ ， 小泉 ｛1920）も wute ！elattcs と

は 多少異る と の 購 を持 つ て 居 たが ，後 ・融 厩 と 7n・｛teulattbs と 睦 灣 型 tc 依 つ て 連 結

され る もの と し 3 者は 同一種 で ・1・ ・e ・Lla−ttrsで 呼ぶ 可 き もの と云 つ た ・ 1膕 （ユ925 賦 薪概 し

厩 祕 粥 臨 と命名 した。著 者 は印度産の 多數の 標本 を檢 し， 最 も重要 な る腹 節の 鱗 片分布 に

就 て 甚だ變 異の あ る こ とを認 め ， 臺 灣 の もの も當然 此變異 に 入 る べ きを以 つ て 7｝UtCidatus と
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同定す る LC何 ら支障の な い こ と を蓮 べ
， ．且 つ 山田が 獨立 の 種 とす る 理 由 の 諸點 も亦 yai ’iable

で あ b ， 叉 tt・漁 画 は獨 立 す ぺ きで な く
tlTV ・t・eugattks の 中 に 包含 さる べ き もの で あ る と の 見解

を持 つ て 居 る 。
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　本變種 は羽 鳥重郎 ｛1912同 ｛臺北 州北投 で 始 め て 捕 獲 した もの で ， 當時 これ を Aryssoi’k・？jnchtte

nv
−
t．cld −lpctSPis　J

』
．n 「Fs 　 et　 LlsToN と命名 した 。大體 ，鮒 τゆ 吻腐 は （｝1　T．F“

h
　C1902｝が 阿 弗利 加か ら

記載 した もの で ， 印度 に も類似の もの が あ り T ］｛EOBALD （1903 ）は 之 を共 vm ・le』y と し 甑 〜諭 納

と命名 した 。小泉丹 〔1920］は本 島 の もの を夫等 と 異 る と し 新種 と し て ・Sj｝ten・litttcsと命名 し

た 。 山 田 口兜 引 は 本島 の もの を印度 の もの と同一一種 と見做 し ， 且 つ 印度の もの は 阿弗利加 の

もの と は別 種 とす る價値が あ b と し，從つ て 臺灣の もの を　bfySDmy−i（t．掘 抽 ｝s諺8 （THmou ．4 ［：D 】

と した 。薯 者の 見解 は次の 通 りで あ る 。 臺灣 の もの は 印度 の もの と同一物で あ る 。 併 し こ れ

らを阿 弗利加の もの よ 吟獨 立せ しめ て 別碑となすの 價値は ない ．部 ち 秘 卿 εゆ 吻廉 の ya ．1’iety

で 置 くこ と を可 とす る。只 變種名 と し て の ii｝〔1伽 翻 は C 】皿 ISTOPHEI ｛S も云 つ て居 る様 に ，

pveoccupntion の 故 を以 つ て 廢す べ く，從 つ て 當然 蝦o雇 ‘面 3 が 生 き て 來る 。 皀卩ち上 の 如 き

學 彳1を與 へ る所以 で あ る．
．
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　19⊂［3 年 英健也 が 臺北 州 屈尺で 採集 した 1 羽 を A ．1‘｝iceol／，us 　D6y1TZ と 命名報告 した の が本

種 の 本 島 に 於 け る最初 の 發見で あ る
。

19幌 年木 下嘉七郎 は 抽 吻 肋 8嗣 Glms と 同定 し て 以

來異論 な く今 口 に 至 つ た．即 ち ．配如 1冊 o躙 と同定 す る こ と に 誤 は な b の で ある。然 る に 近 來

古 く V ∬ 1．｝E，・ft　WrLP 〔ユ884）の 記 載 した a，nf ’i・itJa・ris な る もの が GILES の ftclifl・inosiLsと同一物

と い ふ こ とが制 明 した の で 自然 a − 1・nufa ）
−is に 先取樺が あ る こ と に な つ た 。
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